
　さいがいがおきたときは，身
み

をまもることが大
たい

切
せつ

です
が，けがをしてしまうことがあります。自

じ

分
ぶん

でできる手
て

当
あ

ての方
ほう

法
ほう

をおぼえましょう。

　けがをしたり，たおれている人
ひと

を見
み

つけたりしたときは，

近
ちか

くにいる大
おと

人
な

につたえましょう。

　「どんなふうに，話
はな

せばいいのかな？」

◦きずなどによる出
しゅっ

血
けつ

　まずは，きれいな水
みず

であら

い，出
しゅっ

血
けつ

しているところを

きれいなガーゼや布
ぬの

で強
つよ

くお

さえ，血
ち

にちょくせつさわら

ないようにします。

　きれいなガーゼがないとき

は，ハンカチなど身
み

近
ぢか

にある

布
ぬの

をつかいましょう。

◦だぼく
　ひなんするとき，つまずいたり，

ころんだりして，体
からだ

をぶつけること

があります。

　いたいところをよく見
み

て，はれや

いたみが強
つよ

いときや，形
かたち

がかわって

いるときは，動
うご

かないようにし，す

ぐに大
おと

人
な

に知
し

らせましょう。

けがの手
て

当
あ

てに役
やく

立
だ

つ身
み

近
ぢか

なもの

ハンカチ：ガーゼのかわりになる。

ラップ：血
ち

を止
と

めるとき，ほうたいのかわ

りになる。

ビニールぶくろ：血
ち

を止
と

めるときに手
て

ぶく

ろのかわりになる。手
て

当
あ

ての方
ほう

法
ほう

をおぼえましょう1

大
おとな

人につたえよう2

ぼうさいリュックの中
なか

に，きゅう
きゅう用

よう

品
ひん

を入れておくと安
あん

心
しん

で
すね。ぼうさいくんれんなどで，
手
て

当
あ

ての方
ほう

法
ほう

を学
まな

びましょう。
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